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（百万円未満切捨）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 109,503 7.6 2,033 14.3 2,859 13.4 1,954 △1.6

2022年３月期第３四半期 101,801 5.5 1,778 12.3 2,521 11.1 1,984 38.6

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 2,016百万円（0.3％） 2022年３月期第３四半期 2,009百万円（2.6％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 96.41 96.01

2022年３月期第３四半期 98.00 97.60

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 94,055 27,213 28.9

2022年３月期 64,425 25,941 40.2

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 27,143百万円 2022年３月期 25,871百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 35.00 － 35.00 70.00

2023年３月期 － 20.00 －

2023年３月期（予想） 20.00 40.00

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（注）当社は、2022年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

２．当社は、2022年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。

2023年３月期の第２四半期末及び、2023年３月期（予想）の期末は分割後の金額を記載しております。

なお、株式分割前ベースでの2023年３月期（予想）の年間配当金は１株当たり80円00銭となり、2022年３月期から実質的に10円00銭の

増配となります。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 145,000 5.4 2,800 11.8 3,700 8.1 2,500 3.8 123.39

（注）１.直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 21,293,052株 2022年３月期 21,293,052株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 1,015,906株 2022年３月期 1,032,626株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 20,268,775株 2022年３月期３Ｑ 20,254,022株

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

２.当社は、2022年10月１日を効力発生日として、普通株式１枚につき２株の割合で株式分割を行っており、１株当たり当期純利益の予想

値は、当該株式分割を考慮した金額を記載しております。

※  注記事項

（注）詳細は、添付資料Ｐ.７「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務

諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2022年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して株式数を記載しております。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 3

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 3

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… 7

（重要な後発事象） ………………………………………………………………………………………………… 7

○添付資料の目次

- 1 -

橋本総業ホールディングス㈱（7570）　2022年３月期　第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な情勢不安のもと、エネルギー不足・物価高などの不

透明な状況が続いています。当建設業界においては、2022年度は、民間住宅投資、民間非住宅投資、公共投資にお

いて、前年比プラスで推移すると予想され、業界全体としてプラスの中で推移すると見込まれます。

（国土交通省、建設経済研究所資料より当社推定）

このような経済状況のなか、当社グループは中長期的な経営戦略に沿って、重点施策を着実に推進するととも

に、積極的な営業活動を展開してまいりました。その結果、連結ベースの売上高は109,503百万円（前年同四半期

比＋7.6％）、売上総利益は11,649百万円（同＋8.1％）となりました。販売費及び一般管理費は9,616百万円（同

＋6.9％）で、営業利益は2,033百万円（同＋14.3％）、営業外損益は826百万円（同＋11.2％）計上でき、経常利

益は2,859百万円（同＋13.4％）となりました。

特別損益は、投資有価証券売却益を特別利益に、また投資有価証券売却損等を特別損失に計上し、その結果、親

会社株主に帰属する四半期純利益は1,954百万円（同△1.6％）となりました。

セグメント別に見ると

管材類は売上高が31,570百万円で、前年同四半期比2,277百万円の増加（同＋7.8％）となりました。

これは主に、商品価格高騰の影響を受け、工場設備投資需要が減少した一方で、住宅リフォーム需要は堅調に推

移したことおよび、素材価格の高騰による商品価格の改定により、売上が伸長したことによるものです。

衛生陶器・金具類は売上高が32,820百万円で、前年同四半期比1,189百万円の増加（同＋3.8％）となりました。

これは主に、昨年より続いていた衛生陶器・金具類の供給不足が概ね解消されたことおよび、製品価格の改定に

より、売上が伸長したことによるものです。

住宅設備機器類は売上高が20,067百万円で、前年同四半期比2,271百万円の増加（同＋12.8％）となりました。

これは主に、昨年同時期は新型コロナウイルス感染症等の影響により、素材および商品の供給量に制限がありま

したが、今年度は給湯器類を中心に回復し、商品の供給量が大幅に増加したことによるものです。

空調・ポンプは売上高が23,692百万円で、前年同四半期比1,857百万円の増加（同＋8.5％）となりました。

これは主に、昨年同時期は空調機器類、インバーター等の供給不足がありましたが、今年度は徐々に解消したこ

とおよび、素材価格の改定により、売上が伸長したことによるものです。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて、29,629百万円増加（＋46.0％）

し、94,055百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金並びに電子記録債権の増加等によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べて、28,357百万円増加（＋73.7％）し、66,841百万円となりました。

これは主に、短期借入金の増加等によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、1,272百万円増加（＋4.9％）し、27,213百万円となりました。

これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では通期業績予想等につきまして、2022年５月11日に発表した業績予想を修正せず、据え置いておりま

す。なお、業績予想を見直す必要が生じた場合には、速やかに開示する予定であります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,308 5,901

受取手形及び売掛金 23,928 34,444

電子記録債権 3,515 16,036

商品 7,335 8,987

未成工事支出金 281 529

未収還付法人税等 1 229

その他 1,813 1,858

貸倒引当金 △27 △34

流動資産合計 40,157 67,952

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,694 5,782

減価償却累計額 △2,849 △3,003

建物及び構築物（純額） 2,845 2,778

機械装置及び運搬具 225 226

減価償却累計額 △158 △167

機械装置及び運搬具（純額） 67 58

土地 8,948 8,952

建設仮勘定 20 251

その他 1,149 1,161

減価償却累計額 △863 △919

その他（純額） 285 241

有形固定資産合計 12,167 12,283

無形固定資産

その他 388 655

無形固定資産合計 388 655

投資その他の資産

投資有価証券 5,964 6,893

長期貸付金 329 315

保険積立金 4,350 4,529

敷金及び保証金 357 357

退職給付に係る資産 344 366

繰延税金資産 139 139

その他 270 603

貸倒引当金 △44 △42

投資その他の資産合計 11,713 13,163

固定資産合計 24,268 26,103

資産合計 64,425 94,055

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,425 16,898

電子記録債務 9,308 12,300

短期借入金 3,928 28,925

１年内返済予定の長期借入金 1,021 1,029

未払法人税等 842 442

未成工事受入金 179 336

預り金 87 205

賞与引当金 473 256

その他 993 985

流動負債合計 32,261 61,380

固定負債

長期借入金 3,204 2,423

繰延税金負債 1,534 1,559

再評価に係る繰延税金負債 316 316

役員退職慰労引当金 79 81

退職給付に係る負債 124 132

預り保証金 735 724

その他 228 223

固定負債合計 6,223 5,460

負債合計 38,484 66,841

純資産の部

株主資本

資本金 542 542

資本剰余金 466 475

利益剰余金 23,773 24,967

自己株式 △512 △503

株主資本合計 24,270 25,481

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,281 1,337

土地再評価差額金 314 314

退職給付に係る調整累計額 4 9

その他の包括利益累計額合計 1,600 1,661

新株予約権 49 49

非支配株主持分 20 20

純資産合計 25,941 27,213

負債純資産合計 64,425 94,055
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 101,801 109,503

売上原価 91,027 97,854

売上総利益 10,773 11,649

販売費及び一般管理費 8,995 9,616

営業利益 1,778 2,033

営業外収益

受取利息 16 13

受取配当金 137 172

仕入割引 579 601

その他 105 128

営業外収益合計 838 915

営業外費用

支払利息 32 32

手形売却損 4 4

営業外手数料 33 31

その他 24 20

営業外費用合計 94 88

経常利益 2,521 2,859

特別利益

固定資産売却益 465 －

投資有価証券売却益 22 125

特別利益合計 488 125

特別損失

固定資産除却損 14 0

ゴルフ会員権評価損 0 －

投資有価証券売却損 － 51

その他 0 －

特別損失合計 15 52

税金等調整前四半期純利益 2,995 2,932

法人税等 1,008 977

四半期純利益 1,986 1,955

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,984 1,954

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 1,986 1,955

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 4 56

退職給付に係る調整額 17 4

その他の包括利益合計 22 60

四半期包括利益 2,009 2,016

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,007 2,014

非支配株主に係る四半期包括利益 1 1

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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